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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用ライン、特に、血液透析ラインのための弁付きコネクタであって、
　雄型のルアーロック弁付きフィッティング（１）と、
　前記雄型ルアーロックフィッティング（１）に係合可能な雌型ルアーロックフィッティ
ング（２）と、
を備え、
　前記雄型ルアーロックフィッティング（１）は、
　外側本体（３）と、
　前記外側本体に対して後退位置と前進位置との間を軸方向に変位可能な内側管状要素（
６）と、
　弾性材料から成る中空要素（１１）と、
を備えており、
　前記中空要素（１１）は、前記外側本体（３）と前記内側管状要素（６）との間に介在
すると共に、プレカット（１３）が形成された横方向端壁（１２）を有し、
　前記プレカットは、前記内側管状要素（６）の後退位置において閉鎖されることで、前
記雌型ルアーロックフィッティング（２）と前記雄型ルアーロックフィッティング（１）
との間の流れを遮断し、
　前記雄型ルアーロックフィッティング（１）の前記外側本体（３）には、前記雌型ルア
ーロックフィッティング（２）の外ねじ（１６）に螺合可能な内ねじ（１７）を有する回
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転可能なリングナット（４）が設けられ、
　前記内側管状要素（６）は、前記後退位置から前記前進位置に向かって移動可能であっ
て、前記前進位置では、弾性材料から成る前記中空要素（１１）を圧縮すると共に、前記
プレカット（１３）を開放させるように前記横方向端壁（１２）を変形させ、
　前記雌型ルアーロックフィッティング（２）は、前記雌型ルアーロックフィッティング
（２）の前記外ねじ（１６）に対する前記回転可能なリングナット（４）の螺合の前及び
螺合解除後にも前記内側管状要素（６）との摩擦により軸方向に係合されるのに適した内
側ルアーコーン（１５）を有し、
　前記後退位置にて、前記雄型ルアーロック弁付きフィッティング（１）の前記内側管状
要素（６）は、弾性材料から成る前記中空要素（１１）の前記横方向端壁（１２）に軸方
向において近接すると共に前面接触し、
　前記内側ルアーコーン（１５）が前記内側管状要素（６）との摩擦により係合されると
共に、前記雌型ルアーロックフィッティング（２）に対する前記回転可能なリングナット
（４）の螺合の前であっても前記内側ルアーコーン（１５）が前記内側管状要素（６）を
軸方向に押すときに、前記プレカット（１３）が完全に開放され、
　前記リングナット（４）が前記雌ルアーロックフィッティング（２）からの螺合解除を
終了したときに、前記プレカット（１３）が即時に完全に再閉鎖される、
弁付きコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用ラインのための、特に血液透析ラインのためのコネクタであって、雄
型ルアーロック弁付きフィッティングと、当該雄型ルアーロックフィッティングに係合さ
れ得る雌型ルアーフィッティングとを備えたタイプのコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願の出願人を代表とする特許文献１が、下記のように作成されたコネクタを開示し
ている。このコネクタにおいて、雄型ルアーロック弁付きフィッティングが、外側本体と
、当該外側本体に対して後退位置と前進位置との間を軸方向に変位可能な内側管状要素と
、弾性材料からつくられた中空要素を備えている。当該中空要素は、前記外側本体と前記
内側管状要素との間に介在され、且つ、プレカットを有して形成された横方向端壁を有す
る。前記内側管状要素の前記後退位置において、プレカットは閉鎖されており、これによ
り、雌型ルアーロックフィッティングと雄型ルアーロックフィッティングとの間の流れを
遮断している。コネクタは、さらに、回転可能なリングナットを、雄型ルアーロックフィ
ッティングの外側本体上に備えている。回転可能なリングナットは内ねじを有し、この内
ねじは、雌型ルアーロックフィッティングが前記内側管状要素上に軸方向に係合された後
に、雌型ルアーロックフィッティングの外ねじに螺合され得る。
【０００３】
　リングナットが螺合されると、内側管状要素は、後退位置から前進位置に向かって変位
されて、弾性材料からなる中空要素を圧縮しつつ、中空要素の横方向端壁を、プレカット
を開くように変形させる。
【０００４】
　さらに、この公知の弁付きコネクタにおいて、雌型ルアーロックフィッティングの内側
ルアーコーンは内側管状要素の外側ルアーコーンに、回転可能なリングナットの螺合前に
摩擦により係合すること、及び、回転可能なリングナットの螺合解除後も摩擦係合を維持
することに適している。
【０００５】
　スライド可能な内側管状要素が、後退された閉鎖状態にあるとき、内側管状要素の端部
と、弾性中空要素の横壁との間に所定の軸方向距離が生じる。この構成により、プレカッ
トの開放と、従って、雌型ルアーロックフィッティングと雄型ルアーロック弁付きフィッ
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ティングとの間の流路の開放とが、徐々に行われる。これにより、幾つかの用途（詳細に
は血液透析ライン）において、患者にとって重大な不都合が生じ得る。また、プレカット
の閉鎖も、回転可能なリングナットの螺合解除に続いて徐々に行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２００９／０９５７６０号（欧州特許第２２３７８３０号明細
書）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上記タイプの弁付きコネクタであって、雌型ルアーロックフィッティ
ングと雄型ルアーロック弁付きフィッティングとの間の流れの開放及び相対的再閉鎖が、
ＯＮ／ＯＦＦスイッチ形式で行われる弁付きコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、この目的は、以下の事実により達成される。すなわち、請求項１に記
載の予め特徴付ける節に定義されているように、上述の後退位置において、前記雄型ルア
ーロックフィッティングの前記内側管状要素は、弾性材料からつくられた中空部材の横方
向端壁に実質的に接触している。従って、前記回転可能なリングナットの、雌型ルアーロ
ックフィッティングとの螺合解除前であっても、前記雌型ルアーロックフィッティングの
前記内側ルアーコーンが摩擦により前記内側管状要素に係合されると、前記内側管状要を
軸方向に押し、前記プレカットは即時に完全に開放される。そして、前記リングナットが
前記雌型ルアーロックフィッティングからの螺合解除が終了したときに、前記プレカット
は即時に完全に再閉鎖される。
【０００９】
　ここで、本発明を、純粋に非限定的な例として提供される添付図面を参照して詳細に記
載する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明による弁付きコネクタの、流れが閉鎖されている無効状態で示された長手
方向断面図である。
【図２】弁付きコネクタの事前有効状態、すなわち、ねじ接続部は係合されていないが流
れが開放されている状態の、図１に類似の図である。
【図３】弁付きコネクタが、図２の状態に続いてなお有効にされ且つねじ接続部が係合さ
れている状態を示す、図１及び図２に類似の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　最初に図１を参照すると、本発明による医療用ラインのためのコネクタが、雄型のルア
ーロック弁付きフィッティング１と、雌型のルアーロックフィッティング２とを備えてい
る。雌型ルアーロックフィッティング２は、軸方向において雄型ルアーロックフィッティ
ング１に係合可能である。
【００１２】
　雄型ルアーロックフィッティング１は、近位端及び遠位端を有する外側管状体３を含む
。近位端上ではリングナット４が同軸に回転可能であり、遠位端は、医療用ラインの所定
のセクション（例えば、血液透析装置に接続されるダクト）に接続されるためのコネクタ
５を形成している。
【００１３】
　雄型ルアーロックフィッティング１は、さらに、外側管状体３に対して軸方向にスライ
ド可能に取り付けられた内側管状要素６を含む。このスライドは、図１に示されている後
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退位置と、図３に示されているコネクタ５の方向への完全前進位置との間の、図２の部分
的前進位置を通るスライドである。
【００１４】
　内側管状要素６は、回転可能なリングナット４の外側に突出した、外側ルアーコーンの
ような形状の部分７を有する。また、内側管状要素６は、反対側には、半径方向外側突起
９を有する部分８を有する。突起９は外側本体３にスライド可能である一方で回転できな
いように連結されている。突起９は、内側管状要素６の後退位置において外側本体３の内
側管状止めフランジ１０に当接する。このような内側管状要素６の後退位置は、弾性材料
から成る中空要素１１の作用により維持される。中空要素１１は、外側本体３と、内側管
状要素６の部分８との間に、同軸状に且つほぼ密閉されて介在している。弾性材料から成
るこの要素１１は、３つの機能を実質的に統合している。これらの機能は、第１の機能（
先に述べたように、内側管状部材６を後退位置に向かって弾性的に押す）と、第２の機能
（内側管状部材６の部分８のスライド可能な密閉）と、第３の機能（雄型ルアーロックフ
ィッティング１を通る弁付き流路の画成）である。この目的のために、弾性材料から成る
中空要素１１は、外側本体３のコネクタ５に面した横方向端壁１２を有する。横方向端壁
１２は、中央のプレカット１３を有して形成されている。弾性材料から成る中空要素１１
は、反対側の端部にて、内側管状要素６の半径方向付属物９に支持されている。そして、
弾性材料から成る中空要素１１の中央部は、より弾性的に曲がり易い壁を有し、この壁に
、交互の螺旋状のリブ及び溝１４（例えば、欧州特許出願公開第１７４７７９６号明細書
に記載の構造による）が形成されている。
【００１５】
　プレカット１３は、通常、横壁１２の適切な半径方向予圧により、密閉状態に維持され
ている。
【００１６】
　本発明の特徴によれば、内側管状要素６は、半径方向付属物９が内側管状止めフランジ
１０に当接された状態で配置されたとき、内側管状要素６の部分８の自由端が、弾性材料
から成る中空要素１１の横壁１２に軸方向に近接し、且つ、好都合に実質的に前面接触し
ている。
【００１７】
　雌型ルアーロックフィッティング２は、従来的には一方側に内側ルアーコーン１５を有
し、他方側にコネクタ１８を有する。内側ルアーコーン１５は、内側管状要素６の部分７
の外側ルアーコーンと相補的であり、コネクタ１８は、医療用ライン（例えば、透析を受
けた患者に接続されたダクト）に接続され得る。部分１５は、その外側に端部ねじ１６を
有して形成されている。端部ねじ１６は、回転可能なリングナット４の内ねじ１７に係合
され得る。
【００１８】
　図１は、ねじ１６が回転可能なリングナット４の内ねじ１７に係合される前に、雌型ル
アーロックフィッティング２の内側ルアーコーン１５が内側管状要素６の部分７の外側ル
アーコーンに係合されている様子を示す。この状態において、円錐面１５と円錐面７とが
互いに摩擦接続され、外側管状要素６は後退位置にあり、プレカット１３が閉鎖状態に維
持されている。先に述べたように、本発明の特徴によれば、この状態において、内側管状
要素６は、内側管状要素６の部分８の自由端が、弾性材料から成る中空要素１１の横壁１
２に実質的に接触して配置されている。
【００１９】
　リングナット４のねじ１７が雌型ルアーロックフィッティング２のねじ１６と係合され
る前であっても、ねじ１６は、図２に示した位置に軸方向に押され、そして、内側管状要
素６が雌型ルアーロックフィッティング２により、前進位置に向かって軸方向に押されて
、図２に示されているようにプレカット１３を完全に開放する。こうして、弁付きコネク
タを通る流路が即時に、回転リングナット１４が雌型ルアーロックフィッティング２に螺
合する前であっても、開放される。
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【００２０】
　図３に示すように、ねじ１６がねじ１７と係合し、リングナット４が回転されてねじ１
６に螺合されているとき、弁付きコネクタは既に完全に開放されている。内側管状部材６
は完全に前進した位置に配置され、内側管状部材６の部分８は、プリカット１３を十分に
越えて突出しており、弾性材料からつくられた中空要素１１は完全に軸方向に圧縮されて
いる。
【００２１】
　回転リングナット４の螺合が緩められると、内側管状要素６は、最初に、図２に示した
中間位置に移動する。これは、弾性材料から成る中空要素１１が変形されていない状態に
向かって戻ることに、及び、引き込み（雌型ルアーロックフィッティング２による摩擦に
よる）による。そして、内側管状要素６は、図１に示した完全な後退位置（半径方向外側
突起９が内側管状フランジ１０に当接する）まで戻り続ける。リングナット４が完全に螺
合を解除されたこの位置に到達すると、即時にプレカット１３が完全に再閉鎖される。一
方、雌型ルアーロックフィッティング２の内側ルアーコーン１５と、内側管状要素６の外
側ルアーコーン７とは、互いの係合を摩擦により維持しているため、軸方向に互いに意図
的に分離され得る。
【００２２】
　従って、基本的に、本発明による弁付きコネクタは、有利なことに、ＯＮ－ＯＦＦタイ
プの動作を備えており、すなわち、回転可能なリングナット４の螺合前に既に流れが完全
に開放され、また同等に、回転可能なリングナット４が雌型ルアーロックフィッティング
２からの螺合解除を終了すると、即時に且つ完全に流れが再閉鎖される。
【００２３】
　以上に説明及び図示したものに対し、構造の詳細及び実施形態は、以下の特許請求の範
囲に記載される本発明の保護の範囲から逸脱せずに広範に変化させ得ることが明らかであ
る。
【符号の説明】
【００２４】
１　雄型のルアーロック弁付きフィッティング
２　雌型のルアーロックフィッティング
３　外側本体
４　リングナット
５　コネクタ
６　内側管状要素
９　突起
１１　中空要素
１２　横方向端壁
１３　プレカット
１５　内側ルアーコーン
１６　雌型ルアーロックフィッティングの外ねじ
１７　リングナットの内ねじ
１８　コネクタ
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